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調査の概要 

 

 １ 調査目的  この調査は、奈良県民の健康づくりの意識や実態を把握し、県の健康づくり施策に反映するための基礎資料を得ることを目的として、昨年度に初めて実施し、今回は 2回目の実施となる。 
 

 

 ２ 調査対象と調査客体  調査対象は、平成 23年 7月 1日に県内に在住する 20歳以上の者とし、県内 39市町村の人口及び年齢構成に応じた標本数を設定し、住民基本台帳を利用して無作為抽出した者を調査客体とした。 
 

 ３ 調査方法と調査期間  調査票は個人に郵送で配布し、同封した返送用封筒により郵送で回収した。調査票は無記名により回収した。調査期間は平成 23年 8月 30日から 9月 15日である。 
 

 ４ 調査項目 （１）回答者の基本属性 （２）生活習慣の状況 （３）医療や健診の受診状況 （４）自分の健康のために取り組んでいること（わたしの健康づくり） 
 

 ５ 結果の集計  調査客体数（調査票発送数）11,400人  集計客体数（有効回収数）  5,520人（有効回収率：48.4%（前回H22調査 45.1%）） 
 

 

 

 

 

 

 

平成２３年度 なら健康長寿基礎調査の結果の概要 
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結果の概要 １ 回答者の基本属性 （１）性別・年齢別の状況   回答者の性別は男性が 45.9％、女性が 52.6％であった。20～40 歳代の回収率が低いため、これら年齢層の構成割合が、実際の県の人口構成より少なくなっている。  （表 1）回答者の性別・年齢階級 単位 （人） 20 歳 代 30 歳 代 40 歳 代 50 歳 代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80 歳 以上 無回答 合計 男性 173 264 296 405 378 295 297 211 211 6 2,536 (45.9%) 女性 172 354 452 482 382 317 308 206 227 4 2,904 (52.6%) 無回答 - 2 2 4 8 7 11 11 11 24 80 ( 1.4%) 合計 345 620 750 891 768 619 616 428 449 34 5,520(100.0%) 回答者 構成割合(%) 6.3 11.2 13.6 16.1 13.9 11.2 11.2 7.8 8.1 0.6 100.0 （参考） 県人口 構成割合(%) 12.9 15.8 16.2 15.2 10.9 8.1 7.2 5.8 8.0  100.0 （注）県人口は平成 23年 10 月 1日年齢階級市町村別人口による。      （20 歳以上人口 1,160,204 人、男性 544,590 人〔46.9%〕、女性 615,614 人〔53.1%〕）    四捨五入による端数処理のため、内訳の計は合計に一致しないことがある。  （２）職業と加入する医療保険の状況     回答者の職業と加入する医療保険の状況は（図 1－1）、（図 1－2）のとおり。 
 （図 1－1）回答者の職業と加入する医療保険（20歳以上県民） 9.1 19.4 5.6 12.6 42.0 6.71.7 1.5 1.40 20 40 60 80 100職業(n=5,520) 自営業 農林水産業 無回答その他学生無職パート、アルバイト公務員会社員

  （図 1－2）回答者の加入する医療保険（20歳以上県民） 36.9 9.0 34.3 16.2 1.1 2.50 20 40 60 80 100医療保険(n=5,520) 健康保険組合・協会けんぽ 共済組合 国民健康保険 後期高齢者医療制度その他無回答
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２ 心身の状態 （１） 肥満とやせ   20 歳以上の肥満者（肥満度（BMI）25 以上）の割合は、男性 24.1％、女性 12.3％と、昨年調査（男性 23.3％、女性 13.2％）に比べ、男性でやや増加し、女性でやや減少した。  20 歳以上のやせの者（肥満度（BMI）18.5 未満）の割合は、男性 5.5％、女性 12.3％と、昨年調査（男性 6.4％、女性 14.5％）に比べ、男女ともやや減少した。  年齢別では、肥満者は 40～50 歳代の中年男性で多く、やせの者は 20 歳代の女性や 80 歳以上の男女で多くなっている（図 2－1）。  よく噛んで味わって食べない、早食いの人は肥満の割合が高い（図 2－2）。 （注）肥満度（BMI）は体重(kg)÷身長(m)÷身長(m)で計算した数字であり、    18.5 未満が「やせ」、18.5 以上 25未満が「普通」、25以上が「肥満」とされている。  （図 2－1）肥満度（BMI）による肥満とやせの人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 
 

14.5 25.8 31.8 30.1 25.1 23.7 21.9 20.4 12.8 24.1
8.1 6.2 8.8 13.9 19.4 14.8 17.2 20.4 11.012.7 3.0 2.4 1.7 3.2 4.1 6.2 17.1

5.5
22.7 20.1 14.4 7.9 9.9 7.9 11.2 12.36.76.5

17.2 12.3010
2030

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 肥満（男性）肥満（女性）やせ（男性）やせ（女性）

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 

 （図 2－2）よく噛んで味わって食べるかどうかによる肥満の人の割合（20歳以上県民） 21.0 29.9 24.612.1 17.4 12.8010
2030

よく噛んで味わって食べている よく噛んで味わって食べていない わからない
％ 男性女性

 

〔参考〕前回 H22調査の結果 肥満 男性 23.3% 女性 13.2%  やせ  男性 6.4% 女性 14.5% 
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（２）過去１ヵ月間のストレスの状況   20 歳以上で過去１ヵ月間によくストレスを感じる人の割合は、男性 26.6％、女性 36.3％と女性が多く、昨年調査（男性 25.9％、女性 34.2％）に比べ、男女ともやや増加した。年齢別では、よくストレスを感じる人は男女とも 20～50 歳代で多くなっている（図 2－3）。 また、ストレスを感じる人は、ストレスがない人に比べ、睡眠時間が短い傾向にある （図 2－4）。  （図 2－3）過去１ヵ月間によくストレスを感じる人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別）  40.5 47.3 43.9 37.5 18.5 12.9 13.8 11.4 11.4 26.657.0 51.7 49.3 40.5 30.1 23.3 24.0 23.8 18.9 36.3
020
4060

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。     （図 2－4）過去 1ヵ月間のストレスの状態と睡眠時間の関係（20歳以上県民、性別）  
6.5 6.36.9 6.67.2 6.9

5.86.06.26.4
6.66.87.07.2
7.4

男性 女性
睡眠時間 過去1ヵ月間にストレスを感じたことがよくある過去1ヵ月間ストレスを感じたことがすこしある過去1ヵ月間にストレスを感じたことが全然ない

     

〔参考〕前回 H22調査の結果 過去 1 か月間によくストレスを感じる人の割合 男性 25.9% 女性 34.2% 
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３ 生活習慣の状況 （１）食生活や食育の状況   20 歳以上で朝食をほとんど食べない人の割合は、男性 6.9％、女性 3.0％と男性が多く、昨年調査（男性 7.6％、女性 4.9％）に比べ、男女ともやや減少した。全国との比較では、平成 23年の全国調査（男性 10.4％、女性 4.5％）を男女とも下回っている（図 3－1）。 20歳以上で栄養のバランスにあまり気をつけていない人の割合は、男性20.3％、女性8.2％と男性で多く、昨年調査（男性 19.3％、女性 8.3％）と大きな変化はない（図 3－3）。 （図 3－1）朝食をほとんど食べない人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 17.9 13.6 11.8 8.4 4.0 3.1 3.0 1.9 1.4 6.910.5 5.4 3.5 2.7 2.1 1.9 0.6 1.5 0.4 3.0010
20

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。  （図 3－2）間食を食べる人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 66.5 54.5 50.3 45.9 53.7 52.5 58.2 61.1 72.076.7 84.7 83.0 85.5 85.1 79.8 77.3 72.8 80.855.569.6
02040
6080

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。  （図 3－3）栄養のバランスにあまり気をつけていない人の割合（20 歳以上県民、性・年齢階級別） 35.8 26.1 22.6 25.9 19.6 13.6 13.8 14.7 20.324.4 9.3 6.6 5.2 3.8 7.5 7.8 11.511.87.3 8.201020
3040

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 7.6% 女性 4.9% 〔参考〕全国調査の結果   男性 10.4% 女性 4.5% （H23.3食育の現状と意識に関する調査） 
〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 53.6% 女性 79.0% 

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 19.3% 女性 8.3% 
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 20 歳以上でよく噛んで、味わって食べている人の割合は、男性 54.7％、女性 67.0％と男性が少なく、年齢層では 20～50 歳代で少なくなっている。全国との比較では、平成 23年の全国調査（男性 61.1％、女性 70.2％）を男女とも下回っている（図 3－4）。 20 歳以上でほとんど毎日朝食や夕食を家族と一緒に食べる人の割合（一人暮らしを除く）は、男性（朝食 52.6％、夕食 62.3％）、女性（朝食 57.9％、夕食 74.4％）と男性で少なくなっている。全国との比較では、平成 23年の全国調査を男女とも上回っている（図 3－5）。  （図 3－4）よく噛んで、味わって食べている人の割合（20 歳以上県民、性・年齢階級別）
43.9 43.9 40.9 39.3 53.2 62.7 70.4 73.9 75.860.5 59.6 62.4 58.3 64.7 75.4 77.9 77.2 79.3 67.054.7

02040
6080

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 （図 3－5）ほとんど毎日家族と一緒に朝食や夕食を食べる人の割合（一人暮らしを除く） （20歳以上県民、性・年齢階級別） 

26.7 30.6 28.1 37.9 54.9 71.8 73.8 76.6 52.655.3 47.3 47.4 57.978.6 68.862.474.977.063.927.70204060
80100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体％ 男性女性※　全体では年齢無回答の者を含む。
朝食

 

42.5 36.7 35.1 46.0 66.5 83.8 88.4 82.0 62.350.0 70.0 72.9 67.7 78.6 84.9 77.7 74.486.5 77.686.1
02040
6080100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
夕食

  

〔参考〕全国調査の結果   男性 61.1% 女性 70.2% （H23.3食育の現状と意識に関する調査） 

〔参考〕全国調査の結果 朝食 男性 47.3% 女性 52.3% 夕食 男性 52.5% 女性 59.7% （H23.3食育の現状と意識に関する調査） 
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（２）運動習慣の状況   20 歳以上で 30分以上の運動を週２日以上している人の割合は、男性 38.4％、女性 32.7％と男性で多く、年齢層では男女とも 65 歳以上の高齢者で多く、20～50 歳代で少ない（図 3－5）。  20 歳以上で 1日平均 30 分以上歩いている人の割合は、男性 62.8％、女性 54.0％と男性で多くなっている（図 3－6）。  （図 3－5）30 分以上の運動を週２日以上している人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 
28.3 19.3 25.7 25.4 34.7 55.9 57.2 55.5 52.1 38.420.9 16.7 18.1 27.4 39.0 48.3 51.9 43.7 38.8 32.7

020
4060

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。  （図 3－6）１日平均 30分以上歩いている人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 68.2 59.1 55.1 62.5 70.9 65.8 68.0 62.1 50.2 62.853.5 51.1 57.5 57.6 58.7 59.7 47.1 40.1 54.052.7
020
4060
80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 

 

 

 

 

 

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 46.9% 女性 41.0%（※） （※ 体を動かすことをしている割合） 
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（３）アルコール・タバコ   20 歳以上で毎日飲酒者（ほとんど毎日アルコール類を飲んでいる人）の割合は、男性36.8％、女性 9.1％であり、前年調査（男性 38.8％、女性 9.0％）と大きな変化はない。年齢別には 40～70 歳代の男性で高くなっている（図 3－7）。  20 歳以上で喫煙者（現在タバコを吸っている人）の割合は男性 24.1％、女性 5.3％であり、昨年調査（男性 24.2％、女性 7.5％）に比べ、女性でやや減少した（図 3－8）。  （図 3－7）毎日飲酒者（ほとんど毎日アルコール類を飲んでいる人）の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別） 
7.5 22.7 39.9 44.7 40.4 35.1 22.79.0 12.2 13.5 5.8 4.8

36.846.846.9
9.11.2 8.6 10.1 7.101020

304050
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体

％ 男性女性
※　全体では年齢無回答の者を含む。   （図 3－8）喫煙者（現在タバコを吸っている人）の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 30.6 26.1 31.1 37.3 25.1 17.6 14.5 15.2 10.0 24.1

7.0 9.3 8.4 5.4 6.3 1.3 1.9 2.9 1.8 5.3010
2030
40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。      

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 38.8% 女性 9.0% 

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 24.2% 女性 7.5% 
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４ 自分の健康のために取り組んでいること（わたしの健康づくり）  （１）自分の健康づくりのために取り組んでいること   20 歳以上で自分の健康づくりのために半年以上継続している取り組み（わたしの健康づくり）のある人の割合は、男性 66.1％、女性 75.9％と女性が多く、７０歳代までは年齢が上がるにつれ増加している（図 4－1）。 取り組みの内容としては、男性では「毎日野菜を食べている」、「食事は腹八分目にしている」、「よく寝るようにしている」、女性では「毎日野菜を食べている」、「濃い味付けを控えるようにしている」、「コーヒー、紅茶は無糖にしている」が多くなっている（図 4－2）。  （図 4－1）健康づくりのために半年以上継続している取り組みのある者の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別、全体に占める割合） 
44.5 58.3 60.1 59.8 67.5 74.9 76.1 71.1 66.164.5 69.5 72.8 77.8 77.0 82.3 85.4 77.2 75.979.6 71.8

020
4060
80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 （図 4－2）健康づくりのために半年以上継続している取り組みの内容 （20歳以上県民、性別、全体に占める割合） 

29.7 23.8 20.9 26.1 37.5 25.6 20.0 19.3 16.5 11.9 29.7 20.6 16.4 5.6 4.130.6 30.1 32.6 55.8 43.2 27.9 27.8 20.0 21.8 3.9 31.1 24.4 1.615.5 5.022.516.3 16.2 5.5 4.531.115.730.3020
4060

食事は腹八分目にしている
食事は１０分以上かけている

毎日牛乳を飲んでいる
コーヒー、紅茶は無糖にしている

毎日野菜を食べている
濃い味付け控えるようにしている

外食をできるだけしない
ようにしている

早足で歩いている 背筋を正して歩いている
エレベーター等を使わ

ず、階段を使っている
近いところへは車に乗ら

ないようにしている
近所を散歩している

電車の中では座らずに立
つようにしている

アルコール休肝日を作っている
よく寝るようにしている

1日５分以上ゆっくりと
した時間を作るようにしている

ゆっくりお風呂につかる
ようにしている

タバコの本数を制限している
その他

％ 男性女性
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（２）メタボリックシンドローム（内蔵肥満症候群）の予防や改善のための食事・運動等の実践度   20 歳以上でメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の予防や改善のために、適切な食事、定期的な運動、週に複数回の体重計測のいずれかを半年以上継続している人の割合は、男性 23.8％、女性 27.2％と女性で多い。年齢別には男女とも高齢者層で多くなっており、本来実践が必要と考えられる 30～50 歳代で少ない（図 4－3）。全国との比較では、平成 23年の全国調査（男性 39.4％、女性 43.2％）を男女とも大きく下回っている。  （図 4－3）メタボリックシンドロームの予防や改善のために、適切な食事、定期的な運動、週に複数回の体重計測のいずれかを半年以上継続している人の割合 （20 歳以上県民、性・年齢階級別、全体に占める割合） 
13.9 14.0 17.6 20.5 27.5 33.2 31.0 33.6 19.4 23.819.2 22.6 24.1 31.3 32.7 35.3

18.9 27.231.5 19.8
010
2030
40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。   （図 4－4）メタボリックシンドロームの予防や改善のために、適切な食事、定期的な運動、週に複数回の体重計測のいずれかの実践状況 （20 歳以上県民、年齢階級別、全体に占める割合） 

16.5 18.9 21.5 26.3 30.2 34.1 31.0 25.9 19.6 25.54.3 3.9 3.2 3.1 4.0 2.6 2.8 1.9 1.6 3.130.1 35.2 41.1 42.2 40.0 37.6 33.8 34.1 26.7 36.815.9 17.6 16.8 11.8 9.2 7.6 7.1 5.6 5.6 11.032.5 23.7 17.2 15.4 14.3 14.9 17.5 22.0 33.2 19.60.6 0.8 0.3 1.2 2.2 3.2 7.8 10.5 13.4 4.0
0%20%40%60%80%100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64 65-69 70-74 75-79 80歳以上 全体
％ 無回答しようと思わない近いうちにしたい継続的でないが時々実践中（半年未満）実践中（半年以上）

※　全体では年齢無回答の者を含む。   

〔参考〕全国調査の結果   男性 39.4% 女性 43.2% （H23.3食育の現状と意識に関する調査） 



11 

（３）地域や組織での活動の参加状況   20 歳以上で地域や組織での活動に参加している人の割合は 42.7％であり、70 歳代で最も多く、昨年調査（34.5％）に比べ、増加している（図 4－5）。  活動内容としては、男性は「地域行事」、「スポーツ」、「趣味」、女性は「趣味」、「地域行事」、「環境保全」が多くなっている。参加組織としては、男性は「町内会等」、「スポーツ関係」、「趣味の会」、女性は「町内会等」、「趣味の会」、「スポーツ関係」が多くなっている （図 4－6）。  （図 4－5）地域や組織での活動への参加状況と参加意向（20歳以上県民、年齢階級別） 

20.3 31.1 40.7 42.8 44.0 47.7 55.8 50.7 43.9 42.729.6 26.0 25.1 26.6 23.2 17.1 11.0 9.3 4.9 20.036.8 34.5 25.3 24.1 24.1 23.3 21.3 24.3 28.5 26.213.3 8.4 8.9 6.5 8.7 12.0 11.9 15.7 22.7 11.1

0%20%40%60%80%100%

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
無回答今後も参加したくない今後参加したい参加している

※　全体では年齢無回答の者を含む。    （図 4－6）参加する地域や組織での活動内容と組織（20歳以上県民、複数回答）  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

〔参考〕前回 H22調査の結果 参加している 34.5% 今後参加したい 22.6% 今後も参加したくない 28.0% 

3.0 12.0 9.0 18.6
4.1 5.3 6.4 8.3 3.1 3.86.2 8.8 15.2 14.9 5.6 3.9 2.1 9.7 4.2 3.1010

20
健康づくり スポーツ 趣味 地域行事 教育・文化・観光

生産 安全管理 環境保全 福祉 その他
％ 男性女性内容

6.3 11.6 21.0
7.5 4.97.2 10.2 16.9 12.7 5.2010

20
ボランティア スポーツ関係 町内会・老人クラ

ブ・消防団等
趣味の会 その他

％ 男性女性組織
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５．医療や健診の受診状況 （１）医療機関への受診 
  20 歳以上でかかりつけ医・かかりつけ歯科医（病気になると気軽に相談できる医師・歯科医師）がいる人の割合は、医師では男性 63.1％、女性 66.5％、歯科医師では男性 56.9％、女性 69.1％と、いずれも女性で多い傾向にあり、昨年調査（かかりつけ医男性 60.4％、かかりつけ医女性 63.3％、かかりつけ歯科医男性 57.0％、かかりつけ歯科医女性 69.5％）に比べ、かかりつけ医がいる人の割合がやや増加した（図 5－1）（図 5－2）。  20 歳以上で現在、医療機関にかかっている人の割合は、医科では男性 47.7％、女性 43.8％、歯科では男性 13.2％、女性 14.3％となっている（図 5－3）。  （図 5－1）かかりつけ医（病気になると気軽に相談できる医師）がいる人の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別） 

 

63.166.589.1
29.5 36.4 39.2 57.5 72.2 86.385.269.3 93.088.384.480.164.148.544.940.7 68.8

02040
6080100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
  （図 5－2）かかりつけ歯科医がいる人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 

 

31.2 35.6 49.3 53.8 62.7 68.1 68.0 63.5 56.949.4 61.9 66.6 72.0 71.2 75.1 76.9 67.4 69.172.073.3
020
4060
80100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。
  

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 60.4% 女性 63.3% 

〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 57.0% 女性 69.5% 
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（図 5－3）現在、医療機関（病院、診療所）にかかっている人の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別、複数回答） 

15.9
68.7

21.9 38.2 52.9 58.7
11.0 10.7 11.3

47.7
5.8 25.7 43.5 59.8 64.7 67.0 67.3 43.818.6 17.8

66.2 68.4 70.5
17.8 13.3 12.8 13.218.013.516.010.86.45.2 14.2 18.4 14.312.319.515.416.2020

4060
80

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 医科通院(男性)医科通院(女性)歯科通院(男性）歯科通院(女性）

※　全体では年齢無回答の者を含む。
 （２）健康診断やがん検診の受診   20 歳以上で過去 1年間の内科的な健康診断（血液検査、尿検査、血圧測定を実施するもの・人間ドックを含む）の受診者の割合は、男性 74.0％、女性 69.7％と男性で多く、昨年調査（男性 75.0％、女性 62.3％）に比べ、女性でやや増加した。年齢別には、20歳代男女と 30歳代女性の受診者が比較的少なくなっている（図 5－4）。  20 歳以上で過去 1年間のがん検診（人間ドックを含む）の受診者の割合は、男性 37.7%、女性 46.6%と女性で多く、昨年調査（男性 37.1％、女性 41.6％）に比べ、女性でやや増加した（図 5－5）。 がん検診の種類別では、胃がん 29.4％、肺がん 19.2％、大腸がん 25.9％、子宮がん 27.1％、乳がん 27.3％（いずれも 40歳以上、子宮がんは 20歳以上）となっており、昨年調査（胃がん 26.6％、肺がん 15.8％、大腸がん 23.8％、子宮がん 22.2％、乳がん 23.5％）に比べ、いずれも増加している（図 5－6）。  （図 5－4）過去 1年間に内科的な健康診断を受診した人の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別） 

52.0 54.5 63.1 74.078.777.377.878.673.577.574.067.4 69.779.373.876.375.477.272.255.8
02040
6080100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。  〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 75.0 % 女性 62.3% 
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（図 5－5）過去 1年間にがん検診を受診した人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別）             （図 5－6）がん検診の種類別にみた受診者の割合（40歳以上、子宮がん検診は 20歳以上）  23.522.223.826.6 15.8 27.327.125.919.229.4
010
2030

胃がん 肺がん 大腸がん 子宮がん(女性のみ) 乳がん(女性のみ)
％ 昨年調査今回調査

※　いずれも４０歳以上の受診者の割合　　（子宮がんは２０歳以上の受診者の割合）                

2.8 10.2 29.0 41.9 42.0 45.3 51.5 56.4 43.4 37.117.5 33.5 43.9 47.9 48.7 51.2 44.4 51.3 32.2 41.6
020
4060

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。 〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 37.1% 女性 41.6% 
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内科的な健康診断やがん検診の受診者では、医療機関に通院している人は、通院していない人に比べ、内科的な健康診断やがん検診の受診率が高くなっている（図 5－7）。 また、内科的な健康診断では、会社員や公務員は職場で健診受診の機会があるため受診率が高くなっているが、自営業、パート・アルバイト、無職の人は自発的又は地域の健診を受診する必要があるため、受診率が低くなっている。一方、がん検診は職場健診での実施が義務づけられていないため、内科的な健康診断のように会社員や公務員で受診率が高いという傾向は見られない（図 5－8）。  （図 5－7）医療機関通院の有無と内科的な健康診断やがん検診の受診率の関係 （20歳以上県民、年齢階級別） 
61.9 71.4 83.3

27.2 36.052.839.0 39.1 31.6
83.781.486.884.584.879.4 85.0

42.146.9 26.134.333.534.331.836.316.7 44.452.860.954.254.560.345.138.1 44.1 39.4 39.7 35.3 33.823.99.6020
4060
80100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 医科通院あり・健康診断受診率医科通院なし・健康診断受診率医科通院あり・がん検診受診率医科通院なし・がん検診受診率

医療機関通院者は健康診断やがん検診の受診率が高い

※　全体では年齢無回答の者を含む。  
 （図 5－8）内科的な健康診断やがん検診の受診率と職業の関係（20歳以上県民、年齢階級別） 
                 

内科的な健康診断の受診率
40.0 61.4 76.273.3 40.8 85.7 83.9 76.169.545.4 64.7 77.2

02040
6080

20-39歳 40-64歳 65歳以上
％

がん検診の受診率
15.0 37.0 49.258.947.718.6 47.7 46.623.0 48.9 46.634.002040

6080
20-39歳 40-64歳 65歳以上

％ 自営業・農林水産業会社員・公務員パート、アルバイト無職
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６．歯の健康   20 歳以上で 1日 3 回以上歯みがきをする人の割合は、男性 15.3％、女性 29.4％と女性で多い。年齢別には、男性では 65～69 歳、女性では 30歳代で多くなっている（図 6－1）。 20 歳以上で定期的（1年に 1回以上）な歯科検診の受診者の割合は、男性 31.4%、女性 39.8%と女性で多く、昨年調査（男性 33.0％、女性 39.6％）と大きな変化はない（図 6－2）。 20 歳以上で 20 本以上歯のある人の割合（注：治療してかぶせた歯やさし歯を含み、入れ歯は含まない。）は、男性 71.5％、女性 76.8％と女性で多い。80 歳以上で 20 本以上歯のあるいわゆる「８０２０」達成者の割合は男性 24.6％、女性 23.3％となっている（図 6－3）。 歯の数については、歯科検診非受診者、喫煙者、南和居住者で、高齢期以降の減少が大きくなっている（図 6―4）。 定期的な歯科検診については、かかりつけ歯科医がいる人は、かかりつけ歯科医がいない人に比べ、受診率が高い（図 6－5）。  （図 6－1）1日 3回以上歯みがきをする人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） 
11.0 13.6 12.5 14.1 14.6 19.7 17.8 18.0 15.6 15.329.1 37.6 31.0 30.9 30.6 23.3 28.6 25.2 22.0 29.4

0
20
40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。  （図 6－2）定期的（1年に 1回以上）に歯科検診を受診する人の割合 （20歳以上県民、性・年齢階級別） 

 

37.922.7 44.2 47.1 44.7 33.030.844.141.435.430.418.5 19.3 32.8 39.631.341.1 43.240.7 33.4
020
40

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

※　全体では年齢無回答の者を含む。   
〔参考〕前回 H22調査の結果 男性 31.4% 女性 39.8% 
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（図 6－3）20 本以上歯のある人の割合（20歳以上県民、性・年齢階級別） （※ 治療してかぶせた歯やさし歯を含み、入れ歯は含まない。） 98.8 92.8 93.2 82.0 74.3 64.7 55.296.9 90.9 78.8 72.6 43.7 23.3 71.524.647.4 76.858.195.893.6
02040
6080100

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体
％ 男性女性

  （図 6―4）歯科検診受診、喫煙者などと歯の数の関係 （20歳以上県民、年齢階級別） 
11.517.419.822.523.826.428.729.329.9

010
2030

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上
歯の平均本数 県平均値歯科検診非受診者喫煙者南和居住者歯の数が少ない   （図 6－5）かかりつけ歯科医の有無と歯科検診受診率の関係（20歳以上県民、年齢階級別） 

38.8 54.3 49.7 52.5 52.0 53.5 56.3 50.2 40.5 51.1
7.4 6.8 7.1 7.8 6.6 3.8 6.9 10.8 5.3 7.0020

4060
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60-64歳 65-69歳 70-74歳 75-79歳 80歳以上 全体

％ かかりつけ歯科医いるかかりつけ歯科医いない
かかりつけ歯科医がいる人は定期的な歯科検診受診率が高い

  


